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第 433 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

世にあっては 患難がある 〜 しかし、勇敢でありなさい 〜 

 

筆者は、【2026 年 9 月 30 日『文化の中の健康』講義『がん哲学』医学部１年生(さくらキャンパス)/ 10 月１日 

『医療概論 ー 人体の機能と構造』講義『病理•がん哲学』健康データサイエンス学部１年生(浦安日の出キャン

パス)/ 10 月 5日 イントロダクション Introduction Carcinogenesis『オーバービュー・がん研究の歴史（分子

生物学、ウイルス発がん、動物モデルなど）』キーワード： 山極勝三郎 ･ 吉田富三 ･ Alfred Kundosn/ 10 月

７日 英語コース:『Overview of Human Pathology and Oncology 病理腫瘍病態学概論 Cancer がんの定義、自然

史と介入』/ 10 月 13 日 『がん研究の最前線: Cancer Research and Education』キーワード：がん哲学(Cancer 

Philosophy) ･遺伝性がん(Hereditary Cancer) ･ 環境発がん(Environmental Cancer) 】の順天堂大学での『連

チャン授業』を仰せつかった 

 

10 月 9 日 wife は自宅で『Bible Study』を６人（日本人、外国人）と行う。 今回は、【In the world you will 

have tribulation; but be of good cheer, I have overcome the world.(あなたがたは、世にあっては患難が

あります。しかし、勇敢でありなさい。わたしはすでに世に勝ったのです。) (ヨハネの福音書 16章 33 節）】

とのことである。 

 

筆者は、10 月 9 日は 『病理医』として 定例の『病理組織診断業務』を担当する。『顕微鏡を見て病気を診断す

る 丁寧な観察力の修練の場』でもある。『病理医』は『形態』＆『起源』＆『進展』などを追求する医師であ

る。 まさに、『風貌を診て、心まで読む ＝ 人生の根幹を追求する分野』でもある。【『癌細胞の病理と人間

社会の病理の類似性 ＝ 『がんは生物学の法則』＋『哲学は人間学の法則』】が、2001 年の『がん哲学』の提唱

の原点となった。『哲学が心の支え』となろう。 そして、2008 年 1月 順天堂大学病院の診察室で、『病理医』

が 無料の【『病気』であっても『病人』ではない社会の構築】を目指して『がん哲学外来』が創設された。 そ

の年(2008 年)の秋には、病院外で『がん哲学外来・カフェ』を、横浜と東久留米の『CAJ』で開始する機会が与

えられた。 現在は、全国で展開されている。『新渡戸稲造記念センター 』でも開設された。 

 

10 月 10 日は、『市ヶ谷だいじょうぶ！カフェ』(画像)に赴く。『市ヶ谷だいじょうぶ！カフェ』は、2022 年 4

月 16 日に開設された。 スタッフの皆様が『相手を思いやる慈愛の心』で開催されている。 毎月多数の方がご

参加されている。今回は、４組の個人面接の申し込みがあるとのことである。ただただ感服する。  
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